
１．件名：実施計画の審査の進捗状況等に係る面談 

２．日時：令和４年８月２日（火）１５時３０分～１７時３０分 

３．場所：原子力規制庁６階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 

 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

澁谷企画調査官、大辻室長補佐、石井係長、塩唐松係員 

髙橋係員（テレビ会議システムによる出席） 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー 

プロジェクトマネジメント室 担当４名（テレビ会議システムによる出席） 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」という。）から、資料

に基づき、以下について説明があった。 

 実施計画変更認可申請の状況及び今後の申請予定について 

 特定原子力施設監視・評価検討会 第 102 回会合の議題について 

 分析計画の策定の考え方については考え方の入口から説明すること。 

 固体廃棄物の保管管理計画では、今年度の改訂内容とともに現在発生して

いる増設雑固体廃棄物焼却設備の運転状況についても説明すること。 

 3 月 16 日地震による影響評価については現在精査中であり、次回の検討

会で説明できるかは今後報告すること。 

 過去のコメントで上半期に回答予定としていたもののうち、ゼオライト土

嚢等の処理や 1 号機 PCV 内部調査関係に関する回答は次回回答ではなく

次々回に回答予定であること。 

 

○原子力規制庁は、実施計画の変更認可申請に係る状況について東京電力と認

識を共有するとともに、以下のコメントを行った。 

 特定原子力施設監視・評価検討会 第 102 回会合の議題について 

 6 号機からの燃料取り出し状況について簡潔に報告すること。 

 固形状廃棄物の区分について、早期に検討し検討会で議論できるよう準備

すること。 

 タンクエリアの地震計について、付け替え結果を簡潔に報告すること。 

 

６．資料 

 実施計画変更認可申請の状況及び今後の申請予定について 

 特定原子力施設監視・評価検討会 第 102 回の議題に関するご相談 

以上 


